
平成 24 年度 
JSEKM 第 4 回幹事会議事録 

 

と き：2012 年 7 月 21 日（土） 14:00～17:00 

ところ：昭和音楽大学北校舎３F 会議室 

出席者：柳田孝義、下八川共祐、出田敬三、吉田泰輔、小倉隆一郎、森下絹代、阿方 俊、生頼俊秀 

欠席者：仁田悦朗、中地雅之、海津幸子 

 

１．事務局報告 

会員入退会 現会員数 93 名 毎年 5～6 名の入退者がある。 

会費納入状況 昨年度、納入金額が低下した。納入率 90%   

昨年度の収支について、大会経費が増大した。理由は謝金、印刷費の高騰等。今年の大会は経費

を削減する必要がある。 

 

２．第 8 回全国大会と進捗状況 

以下、大会概要について確認し、各内容の詳細な打ち合わせが行われた。 

日程：2012 年 11 月 11 日（日）10：30～18：00  

会場：文教大学越谷キャンパス（越谷市南荻島 3337） 

文教大学の会場・教室は前回(第 5 回大会)通りに押さえてある。 

  スケジュール： 

10：00 受付 

10：30 あいさつ 西義一(教育学部長) 柳田孝義（学会代表） 

10：45 基調講演 梯郁太郎（ローランド芸術振興財団、DVD） 

ビデオは DVD36 分に編集した。専門用語については研究発表の際に三木純一氏より説明があ

る。 

  11：30 総会 

会則の改定に関し、吉田幹事案を検討した。(検討結果は 9.その他に記載) 

12：00 昼食 

幹事・関係者は昼食を用意する。一般会員の昼食について、北越谷駅前のコンビニ等で用意す

る旨、案内に告知する必要がある。 

13：00 電子オルガンパネルディスカッション「電子オルガンの専門教育のあり方について」 

森下電子オルガン部会長よりパネルディスカッションのパネラー候補、および研究発表の候補

者が発表され、今後、絞り込みを行うことが話し合われた。外部パネラーの謝礼の件について、

謝礼・交通費はなしとする。森下幹事は、研究部会長の立場で打診・交渉する。 

ML 事例発表「昭和音楽大学 ML テキストの開発」 

小倉 ML 部会長より事例発表の内容について、昭和音楽大学秋田会員との打ち合わせ進捗状況

の報告があり、下八川副代表幹事による調整の結果、45 分の発表と 15 分の質疑応答、計 60 分

で行うことになった。他に 1 校の事例発表を、平成音大および國學院大学を候補として打診す

る。 

14：30 休憩 

14：45 研究発表  

研究発表の候補者として、三木(EK)、古田(EO)、千葉・市川(EO)、清水(EO)、白岩(EO)、西岡



(EO)、赤塚(EO)、松本(EK)、各会員の名前があがり、森松(EO)、金銅(EO)、田中(EK)が検討

中とのこと。事務局で発表確認と会場振分けを行う。今年度は ML を別号館の ML 教室ではな

く、3 部屋を 12 号館にまとめる。 

(EK)=Electric Keyboard(ML を含む)、 (EO)= Electric Organ 

17：00 研究コンサート ハイブリッドオーケストラによるアンサンブルと協奏曲 

西学部長のバリトンとハイブリッドオケにより、グリーグの歌曲を中心としたプログラムとす

る。40 分程度を予定している。 

  18：00 懇親会 

飲み物込で 8 万円で予約する。 

 

４．選挙までの日程 

  用紙送付：9 月下旬 

  選挙締切：10 月 31 日（水） 必着とする。 

  開  票：11 月 4 日(日)14 時 昭和音楽大学 

  結果報告：第 5 回幹事会 11 月 10 日 文教大学 

  結果発表：第 8 回大会総会 11 月 11 日 文教大学 

選挙権については、8 月在籍の会員が対象となる。 

例年、代表、事務局によって開票作業を行っている。公平性・情報公開の観点から、選挙管理

委員を一般会員より一名加えたい。 

 

５．大会への参加者勧誘と会員募集策について 

大会出席者の確保について、まず幹事の先生方から友人・知人に大会の広報を行なう。昨年は、全

国の音楽大学と教員養成校に大会案内を送付したが、その効果はほとんど無かった。大会参加者の増

加策として、次の二点を合意した。 

① 会員に同伴する一般参加者の会費を、3000 円⇒1000 円とする。 

② 会場校の学生については、参加料を無料とする。 

 会員募集の方策としてホームページとネットの一層の活用を考える。 

 

６．学会誌の編集補佐 

  森松編集委員からの推薦で、学会誌の編集補佐として明石痲裕氏を依頼する。 

 

７．後援名義および会員へのお知らせ依頼 

  「中国・広州国際電子キーボードフェスティバル」について、学会後援名義を許可する。 

 

８．海外情報 

① ベトナム・ハノイ（発展途上国） ⇒ ハイブリッドオーケストラ 

② 韓 国 ⇒ 電子オルガンによるオペラサマーキャンプ（8/10～12） 

③ 北朝鮮 ⇒ 変わり行く北朝鮮の文化 NHK おはよう日本 

④ 中 国 ⇒ リングウエイ電子オルガンコンクール地方予選 

 

９．その他 

学会会則の改定  



第 10 条を以下の通り改訂することで決定した。 

第 10 条(2) 幹事の内 6 名は、会員の投票により選出し、残りの 4 名以内は、代表幹事が幹事会に諮り

指名する。 

 

次回、第 5 回幹事会の日程 9 月 29 日 3 時(昭和音楽大学)とする。 

以上 

文責:小倉 


